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インフルエンザウイルス 不活化試験結果の概要
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POINT① オキシリンク-ＳＰの１０,０００倍希釈は
　　　　〝オキシリンクＳＰスプレー〟６％濃度と
　　　　同一です。
POINT② この濃度でも、１分後の計測での不活化率
　　　　は９９.９５％を示した。
POINT③ 上記グラフ(試験①②)に記載しているよう
　　　　に、この除菌剤は人体や物に悪影響をおよ
　　　　ぼす成分が含まれていませんので、除菌し
　　　　たい箇所に噴霧したあとの拭き取りは不要
　　　　です。
　　　　また、肌荒れ・シミの付着などは発生しま
　　　　せん｡100,000株 

 20,000,000 個

1,000株 
 10,000 個

100株 

不活化率：99.95％

【 試 験 ③ 】 10,000倍希釈 で実施した場合の不活化効果試験

*** 計測：開始後１分 ***
(ウイルスの数) 

 20,000,000 個

[試験終了] 2013.06.20 (試験機関による報告書作成日)

*** 菌やウイルスの死滅表現：菌 →〝死滅〟、ウイルス →〝不活化〟 ***

1,000倍希釈、5,000倍希釈、で実施した場合の不活化効果試験

10,000,000株 

1,000株 

100株 不活化率：99.99％以上

開始 １分

 320 個未満 = 検出せず

POINT① オキシリンク-ＳＰの１,０００倍希釈は、
　　　　〝オキシリンクＳＰスプレー〟６０％濃度
　　　　と同一です。
POINT② オキシリンク-ＳＰの５,０００倍希釈は、
　　　　〝オキシリンクＳＰスプレー〟１２％濃度
　　　　と同一です。
POINT③ 上記①および②を用いての不活化試験にお
　　　　ける１分後の計測では同様の結果でした。
　　　　なので、左のグラフ線は①と②双方の結果
　　　　を示しています。
　　　　また、試験報告書における１分後の計測値
　　　　の記載箇所には〝 320未満 = 検出せず〟
　　　　と記述されています。
　　　　よって、試験①および試験②における１分
　　　　後の計測結果は、完全不活化ということが
　　　　できます。
POINT④ この除菌剤は人体や物に悪影響をおよぼす
　　　　成分が含まれていませんので、除菌したい
　　　　箇所に噴霧したあとの拭き取りは不要。
　　　　肌荒れ・シミの付着などは発生しません｡

1,000,000株 

  ≒ オキシリンクＳＰスプレー 換算濃度：(６０％・１２％・６％)

【 試 験 ① ② 】
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*** 不活化とは、ウイルスが死滅することです。***

[試験機関] (株)食環境衛生研究所

[試験資材] オキシリンク-ＳＰ(1,000・5,000・10,000倍希釈)

*** 計測：開始後１分 ***
(ウイルスの数) 

[試験対象] インフルエンザウイルス(H1N1)：２０,０００,０００株 ( 株 = 個数 )

[試験内容] 試験資材が試験対象に及ぼす不活化効果の検証 ( 試験①② ＆ 試験③ )

[試験開始] 2013.02.04


